
①サービスの必要性の判断 ／ ②サービス利用の流れ ／ ③利用料
特に定められていない。（※各市町村又は各保育所において判断・設定。）

(5) サービス利用の仕組み

特 定められて な 。（※各市町村又は各保育所 お て判断 設定。）

○ 人員配置

(6) サービスの質の確保に関する仕組み

○ 人員配置
対象児童の多さ等に応じた必要な保育士の配置とすること。（最低２人以上）

(7) 費用負担

① 運営主体に対する支払い

《国庫補助単価》 45～783万円（利用児童数に応じた実績払い）

（※児童育成事業（児童手当法に基づく事業主拠出金による事業））

(7) 費用負担

② 費用負担
左記の割合で公費負担。

県

市

事
業
主

（※予算の範囲内で補助する経費）

③ 費用額

県

【事業主1/3、県1/3、市1/3】

《費用額（全体）》 約151億円 （H21年度予算ベース）
《公費負担総額》 約75億円 ※残余は利用者負担
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保育所における一時保育の経験からの提言 

 

第１６回社会保障審議会 

少子化対策特別部会 資料３ 

平成２０年１０月２９日 自営の夫の仕事を手伝う人など様々である。「就労支援のための保育」ということも、あ

まり一律に考えない方がよい。 

９ パートタイム利用者も含めた形に保育所制度を再編成してはどうかという考え方もあ

バオバブ保育園ちいさな家 遠山洋一 

（平成２０年１０月２９日）  

 陳述要旨 

１ 現在保育所で行われている「一時保育」は、「中間的な保育ニーズ」に応えるものとし

て大きな可能性を持っている しかし その可能性の大きさが行政や保育関係者に理解さ

ろうが、私はごちゃ混ぜにしない方がよいと思う。「定型保育」を安定して運営できる

保育所の基盤があった上で、このような形の「一時保育」が安定して実施できるのだと

思う。保育の面では、両者はほどよい触れ合いを持てている。 

10 当保育所の場合、ホールを利用して、週に４日、１０時半～１５時半、随時親子で利

用できる「親子サロン」（０～２歳児対象）も開設しており、賑わっている。「親子サ
て大きな可能性を持っている。しかし、その可能性の大きさが行政や保育関係者に理解さ

れているとは言い難い。 

２ 統計上の一時保育実施箇所数の約半数は「数名を通常保育クラスに一時的に受け入れる」

方式のものと考えられるが、私が大きな可能性を持つと考えるのは「専用の保育室と専任

の保育スタッフを備え、一日１０名ていどを保育する」方式の「一時保育」である。以下、

ロン」、「一時保育」、「定型保育」の３点セットがうまく機能している。 

11 「一時保育」がこのような場として機能している半面、短時間利用など気軽な預け場

所としてはあまり機能していないのは事実で、そのような不満もあると思う。そのよう

なニーズに対しては別の種類の「一時預かり」の場を用意する必要がある。「ひろば」

に付設するなど日頃から馴染んでいる場所であるのが望ましい
そのタイプを想定して述べる。 

３ 「一時保育」の中心となっているのは「非定型保育」（隔週に１日～毎週３日といった

ペースで継続して保育するもの）で、そこに「緊急一時保育」（親の病気等で短期間の保

育が必要なもの）が加わっている。 

４ 「非定型保育」が中心であることにより、それなりのまとまりと落ち着きを持った保育

に付設するなど日頃から馴染んでいる場所であるのが望ましい。

12 ３点セットで仕事をしていると、在宅子育て家庭が抱えている悩みや問題の大きさが

よく分かる。親だけでなく、子ども（０～２歳児）も、子どもどうしの触れ合いがあり、

ゆったり遊べる楽しい保育の場が必要である。 

13 少子化対策という視点からすると、もっと「ひろば」や「一時保育」のような在宅子

の場ができていて、子どもも楽しみにして来るようになる。そういう中には「緊急一時的」

に来る子も溶け込みやすい。保護者どうしのつながりも生まれ、親としての学びもある。 

５ 「非定型保育」を利用する理由は、就労からリフレッシュまで幅が広い。リフレッシュ

も幅が広く、１，２歳児と赤ちゃんを育てている人にとっての必要性などよく分かる。近

年は育児疲れの親が市の健康センターなどから利用を勧められて来るケースも少なくな

育て家庭支援に力を入れる必要があると思う。（待機児童対策との関係で、現状は少し

バランスを欠いている印象をもつ。） 

14 今の経済状況から、子どもを預けて働きに出たい母親は増えている。しかし、小さい

うちは自分の手で育てたいと思っている母親は多く、しかし家に閉じこもりたくはなく、

割り切れていない母親が多い。そういう母親が「一時保育」を経験して、保育の場が子年は育児疲れの親が市の健康センターなどから利用を勧められて来るケースも少なくな

い。１，２歳児が友だちと触れ合うことのできる保育の場としての意味もあり、親の期待

も一部はそこにもあるように思われる。 

６ このような「一時保育」は、１，２歳児を中心に１日１０－１５人を想定した３０㎡て

いどの部屋と３人ていどの保育スタッフを用意することで、３０－５０人のニーズに応え

割り切れていない母親が多い。そういう母親が 時保育」を経験して、保育の場が子

どもにとってもむしろプラスであることを知り、仕事と子育ての両立の道に踏み出して

行くことも少なくない。一時保育を手がけて、これまでのように all or nothing ではない

生き方を保障できる「中間的な保育ニーズ」に応える場の重要性を肌で感じている。 

 

参考資料ることができ、施設の効率性は高い。また、保育所の中で実施することで調理、看護、相

談、事務など保育所が持つ機能や施設設備を活用している。独立施設でやればもっとコス

トがかかる。 

７ 利用方式は、一定の制度の下での利用者と保育所の直接契約である。「一時保育」の場

合は、その方が即応力があり実際的である。ただし、受け入れ容量を超える利用希望に応

参考資料 

 

○ 一時保育制度をめぐる経緯 

・平成２年 国の補助事業として創設。 

・補助金は、定額制からスタートしたが、出来高払い制に移るなど変遷している。 合は、そ 方が即応力があり実際的である。ただし、受け入れ容量を超える利用希望に応

えきれずお断りする苦労は絶えない。 

８ 就労による利用者の中には、いわゆる待機児童もいる。しかし、週に３日利用し２日は

祖母にみてもらうような人から、自宅就労なので成り立っている人、忙しい時期だけ 

・東京都では、平成８年にバオバブ保育園を含む４園で開始したのが最初。 

・平成１５年、国では「特定保育」（週３日ていどまで保育に欠けると市町村が認定した

児童を対象に必要な日時保育する事業）の制度が出来た。一時保育利用者の中にはこれ 
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に該当する子もいるが、二つの制度を区別して実施することは煩雑なので「一時保育」の

中で受け入れている所が多いと思われる。 

・平成１９年度全国統計は「一時保育」7,213 カ所、「特定保育」927 カ所 

児童福祉法が改正され「 時預かり事業」が法定化されると 「 時保育」も「 時預

 

○ 多摩市における一時保育利用実績（年間のべ利用児童数） 

 

  平成１５ 平成１６ 平成１７ 平成１８ 平成１９ 

バオバブ保育園 日 1 667 2 032 2 494 2 593 2 297・児童福祉法が改正され「一時預かり事業」が法定化されると、「一時保育」も「一時預

かり事業」の中に包括されるものと思われる。（「一時預かり」という名称には疑問。）

・ 

○ バオバブ保育園ちいさな家における一時保育の現状 

・登録児数（１０月１日現在）  ５０名 

バオバブ保育園

 

一日   1,667   2,032   2,494   2,593   2,297  

 半日    263    420    148    155    295 

バオバブ保育園

ちいさな家 

 一日    1,610    2,220    1,833    2,183    1,999 

 半日    286    164    165    171     84 

Ａ園  一日    1,241    1,252    1,922    1,511    1,626 
   週１日以上定期的に利用  ３９名 

   不定期に利用       １１名（週に２～３回利用する人も含まれる） 

・登録児の年齢構成 

   ０歳児５名、１歳児２８名、２歳児１７名、３歳以上児０ 

（註）３歳以上児や月齢の大きい２歳児は 近くのバオバブ保育園に紹介している。

  半日    300    348     95     45     37 

Ｂ園 

 

 一日     818    1,138    1,633    1,294    1,424 

 半日     392     263      85     213     114 

Ｃ園  一日   1,211   2,558   2,944   2,517   2,469 

半日 830 1 043 85 88 74   （註）３歳以上児や月齢の大きい２歳児は、近くのバオバブ保育園に紹介している。

・利用の理由（申し込み時点での） 

  ・就労                      ２１名 

  ・通院（出産を含む）        １８名 

  ・生涯学習                    ２名 

半日    830   1,043     85     88     74 

Ｄ園 

 

 一日       2,122    1,999 

 半日         58      84 

合計 

 

 一日    6,547    9,200   10,826   12,220   13,629 

 半日   2,071   2,338    578    730    752 
  ・兄姉の行事等                ２名 

  ・就職活動                    １名 

  ・リフレッシュ                ６名 

   計                        ５０名 

・利用頻度（定期的利用者） 

 

（註）多摩市には公立２、私立１６の認可保育所があるが、うち６カ所で専用保育室をも

った一時保育を実施しており実施率は高いと思われる。 

 

○ 「親子サロンびーだま」の状況（平成１９年４～１２月の実績）

  ・週１回                    ２３名 

    ・週２回                      ５名 

    ・週３回                    １０名 

    ・週４回                      １名 

計 ３９名

○ 「親子サロンび だま」の状況（平成１９年４～１２月の実績）

・新規登録者数          ２７０名 

・のべ利用人数（子ども）   ３，０３５名 

  のべ利用人数（おとな）    ２，８９１名 

・開設日数                        １４３日 

      計                        ３９名 

・平成２０年３月に登録されていた一時保育児童の４月以降の状況 

  ・幼稚園に入園       １６名 

  ・保育所に入所                ４名 

  ・認証保育所に入所            １名 

・一日平均利用人数（子ども）    ２１名 

（註）「親子サロンびーだま」は無料。スタッフ２名を配置し、その人件費は年間１７１

万円。補助金は受けず保育所会計の中での独自事業として実施している。補助金を受けて

いないので、市の統計にも国の統計にも載らない。 

  ・その他の理由で継続せず      ２名 

  ・一時保育継続              ２１名 

   計                        ４８名 
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 福井県・すみずみ子育てサポート事業の概要
 
 
 
 
 

 
○ すべての子育て家庭が、身近な地域において気軽に（家庭的雰囲気の中で）子どもの預かりなど子育てへの支援を求

めることができる環境づくり

事 業 の 趣 旨         

 
 
 
 

めることができる環境づくり 

○ パートタイム労働や保護者の通院、学校行事参加の場合など、既存の子育て支援サービスでは補うことのできない保

育ニーズへの柔軟な対応   

 
 
 
 
 

 
 １ 対象事由        

保護者の通院、冠婚葬祭、子どもの学校行事、残業など、一時的に子育てのサポートが必要となる場合 

事 業 内 容 

 
 
 
 

 ２ 事業主体       

市町（ＮＰＯ法人、シルバー人材センター、社会福祉協議会等に委託可） 

３ サポート内容 
 
 
 

 ３ サポート内容

 ①一時預かり（施設型、派遣型）  ②保育所などへの送迎  ③家事援助（食事づくり、掃除、買い物など） 

 ４ 利用対象者       

小学校就学前および小学校低学年（１～３年生）の子どもがいる子育て家庭   小学校就学前および小学校低学年（１～３年生）の子どもがいる子育て家庭

 ５ 補助基準額       

 ・利用料金７００円／時間（標準利用料）のうち、半額３５０円／時間 （負担割合：県１／２、市町１／２） 
※ただし 第３子以降３歳未満児の利用は７００円／時間を補助（「ふくい３人っ子応援プロジェクト」）  ※ただし、第３子以降３歳未満児の利用は７００円／時間を補助（「ふくい３人っ子応援プロジェクト」）

・保険料４００円／人（年額） （負担割合：県１０／１０） 
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